
●日時
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４
億
９
７
５
１
万
円
の
黒
字
だ
が
…

16
年
度
は
、
歳
入
（
市
に
入
っ
た

お
金
）
が
３
０
０
億
９
９
１
４
万
円
、

歳
出
（
市
が
使
っ
た
お
金
）
が
２
９

４
億
９
３
７
３
万
円
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
16
年
度
中
の
事
業
で

17
年
度
へ
延
び
た
も
の
に
充
て
る
た

め
に
繰
り
越
す
財
源
１
億
７
９
０
万

円
を
差
し
引
い
て
も
、
４
億
９
７
５

１
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

た
だ
し
、
創
生
振
興
基
金
や
減
債

基
金
な
ど
を
取
り
崩
し
て
約
20
億
円

（
昨
年
比
５
億
円
の
増
）
を
繰
り
入

れ
し
、
さ
ら
に
は
市
債
（
市
の
借
入

金
）
が
単
年
度
で
約
41
億
円
（
昨
年

比
約
９
億
円
の
増
）
と
な
る
な
ど
、

実
際
は
市
の
財
政
運
営
も
大
変
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入（
市
に
入
っ
た
お
金
）

16
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
３
０
０

億
９
９
１
４
万
円
で
前
年
度
に
比
べ

７
・
７
％
増
加
し
21
億
５
２
７
２
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
市
税
が
36
・
４
％
（
１

０
９
億
６
０
９
６
万
円
）
を
占
め
て

お
り
、
次
い
で
地
方
交
付
税
14
・

１
％
（
42
億
２
７
７
３
万
円
）、
市

債
13
・
６
％
（
40
億
８
８
１
０
万

円
）
、
国
庫
支
出
金
が
９
・
３
％

（
27
億
９
８
５
１
万
円
）、
繰
入
金

６
・
９
％
（
20
億
７
９
９
３
万
円
）、

県
支
出
金
３
・
４
％
（
10
億
２
９
３

８
万
円
）
な
ど
で
す
。

な
お
、
市
税
の
う
ち
、
目
的
税
は
、

入
湯
税
８
９
１
万
円
、
都
市
計
画
税

８
億
６
２
２
８
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
充
て
ら
れ

ま
し
た
。

自
主
財
源
は
52
・
７
％

歳
入
の
中
で
市
税
・
財
産
収
入
・

繰
入
金
・
繰
越
金
な
ど
、
市
が
自
主

的
に
収
入
で
き
る
財
源
を
自
主
財
源

と
い
い
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
は
全

体
の
52
・
７
％
（
１
５
８
億
５
７
３

０
万
円
）
で
、
前
年
度
（
52
・
３
％
）

よ
り
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
に
対
し
、
国
・
県
支
出

金
や
地
方
交
付
税
、
市
債
な
ど
は
依

存
財
源
と
い
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
場
合
、
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
行
政
活
動
の
自
主
性

と
安
定
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

歳
出（
市
が
使
っ
た
お
金
）

歳
出
総
額
は
、
２
９
４
億
９
３
７

３
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
８
・
０
％

（
21
億
７
５
３
３
万
円
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

福
祉
の
向
上
に
82
億
円

歳
出
の
中
で
最
も
大
き
い
も
の
が

民
生
費
の
81
億
７
０
３
９
万
円
で
歳

出
総
額
の
27
・
７
％
を
占
め
、
前
年

度
に
比
べ
２
・
９
％(

２
億
３
０
０

６
万
円)

増
加
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
、
老
人
福
祉

費
・
老
人
医
療
費
13
億
９
０
９
２
万

円
、
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
福

祉
費
５
億
８
８
６
２
万
円
、
児
童
扶

養
手
当
・
乳
幼
児
医
療
対
策
費
な
ど

の
児
童
福
祉
費
に
27
億
２
１
５
０
万

円
、
生
活
保
護
費
に
17
億
３
９
３
万

円
な
ど
、
福
祉
向
上
に
最
も
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。

都
市
基
盤
整
備
に
46
億
円

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
土
木
費
は
46
億
１
６
７
１

万
円
で
歳
出
総
額
の
15
・
６
％
を
占

め
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
筑
紫
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
費
に
４
億
８
７

２
２
万
円
、
道
路
や
橋
の
新
設
・
改

良
な
ど
の
道
路
橋
梁(

き
ょ
う
り
ょ

う)

費
に
21
億
４
２
８
８
万
円
、
道

路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の
維
持
管
理

費
に
２
億
８
２
３
５
万
円
な
ど
都
市

基
盤
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

市
政
運
営
に
33
億
円

総
務
費
は
32
億
７
９
１
７
万
円
で

歳
出
総
額
の
11
・
１
％
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
庁
舎
や
市
の

財
産
な
ど
を
管
理
す
る
財
産
管
理
費

に
５
億
７
３
２
０
万
円
、
コ
ン
ピ
ュ

一い
つ

般ぱ
ん

会か
い

計け
い
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豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め

使
っ
た
お
金
は
２
９
４
億
９
３
７
３
万
円

財
政
事
情
の
公
表
は
、
市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
、
財
政
状
況
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
示
す
の
が
決
算
で
す
。

平
成
16
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ー
タ
ー
な
ど
を
管
理
運
営
す
る
電
子

計
算
組
織
管
理
運
営
費
に
２
億
８
０

１
０
万
円
な
ど
、
市
政
運
営
に
必
要

な
経
費
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実
に
32
億
円

教
育
費
は
31
億
５
８
６
６
万
円
で

歳
出
総
額
の
10
・
７
％
を
占
め
ま

す
。主

な
事
業
と
し
て
、
小
・
中
学
校

の
整
備
・
管
理
運
営
費
に
13
億
８
４

２
８
万
円
、
生
涯
学
習
活
動
の
充
実

を
目
的
と
し
た
生
涯
学
習
費
に
９
億

８
７
２
６
万
円
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
整
備
や
管
理
運
営
な
ど

を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
に

１
億
６
５
８
２
万
円
な
ど
、
教
育
環

境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

保
健
衛
生
・
生
活
環
境
に
27
億
円

衛
生
費
は
26
億
８
３
８
６
万
円

で
、
歳
出
総
額
の
９
・
１
％
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
ご
み
・
し
尿

処
理
な
ど
の
清
掃
費
に
15
億
５
６
２

９
万
円
、
健
康
診
査
な
ど
の
予
防
費

に
２
億
３
５
６
４
万
円
、
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
費
１
億
１
５
４
６
万

円
な
ど
、
保
健
衛
生
や
生
活
環
境
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。

市
債（
市
の
借
金
）

市
債
と
は
、
市
が
事
業
を
行
う
た

め
に
資
金
を
調
達
す
る
一
つ
の
手
段

で
、
市
の
借
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

下
水
道
・
学
校
・
公
園
・
道
路
整

備
な
ど
、
大
型
建
設
事
業
の
資
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
設
時

に
集
中
す
る
負
担
を
、
施
設
を
利
用

す
る
後
の
世
代
に
も
負
担
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平

を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

市
民
一
人
当
た
り
約
71
万
円

16
年
度
末
の
市
債
の
残
高
は
、
６

８
７
億
４
６
３
１
万
円(

特
別
会
計

含
む)

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
・

２
％
、
７
億
８
５
９
７
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
約
71

万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
16
年
度
に
お
い
て
義
務

教
育
施
設
や
社
会
福
祉
施
設
の
整

備
、
道
路
・
公
園
の
整
備
、
上
水
道

施
設
の
整
備
、
下
水
道
の
整
備
な
ど

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

基
金（
市
の
預
金
）

基
金
と
は
、
市
が
将
来
に
備
え
た

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を

積
み
立
て
ま
た
は
運
用
す
る
資
金

で
、
市
の
積
立
預
金
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
約
９
万
円

16
年
度
末
の
基
金
の
残
高
は
、

84
億
２
９
１
２
万
円(

特
別
会
計
含

む)

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
14
・

９
％
、
14
億
７
２
６
６
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
す
る

と
約
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
が
特
別
会

計
で
す
。

16
年
度
の
特
別
会
計
は
、
全
体
で

歳
入
が
１
９
４
億
６
７
７
万
円
、
歳

出
が
１
９
３
億
９
８
６
２
万
円
で
し

た
。こ

の
う
ち
介
護
保
険
事
業
の
決
算

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

歳
入
は
38
億
９
２
９
７
万
円
で
、

介
護
保
険
料
や
介
護
給
付
費
交
付
金

な
ど
で
す
。
歳
出
は
38
億
４
９
５
０

万
円
で
、
主
な
も
の
と
し
て
、
介
護

保
険
施
設
を
利
用
し
た
場
合
の
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
21
億
１
３

０
３
万
円
、
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護

な
ど
を
利
用
し
た
場
合
の
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
12
億
６
５
１
６

万
円
、
要
支
援
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
の
居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
が
１
億
１
２
０
８
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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特と
く

別べ
つ

会か
い

計け
い

市税 
　　36.4％ 

地方交付税 
　　　　14.1％ 

市債 13.6％ 

国庫支出金 
　　　　9.3％ 

県支出金 3.4％ 
繰越金 2.1％ 

Ａ 14.2％ 

Ｂ 6.9％ 

繰入金  6.9％ 
諸収入  3.3％ 
使用料および手数料  1.9％ 
分担金および負担金  1.5％ 
財産収入  0.6％ 
寄付金  0.0％ Ｂ 

Ａ 

地方消費税交付金  2.6％ 
地方特例交付金  1.3％ 
地方譲与税  1.6％ 
自動車取得税交付金  0.6％ 
利子割交付金  0.3％ 
配当割交付金  0.1％ 
株式等譲渡所得割交付金  0.1％ 
ゴルフ場利用税交付金  0.2％ 
交通安全対策特別交付金  0.1％ 
国有提供施設等所在市町村助成交付金  0.0％ 民生費 

　　27.7％ 

公債費 
　　18.5％ 

土木費 
　　15.6％ 

総務費 
　　11.1％ 

教育費 
　　10.7％ 

衛生費 
　　9.1％ 

消防費・農林水産業費・ 
商工費・議会費など 
　　　7.3％ 
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水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
は
、
公
営

企
業
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

水
道
事
業
で
は
、
市
民
生
活
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
安
価
で
衛

生
的
に
、
安
全
に
供
給
で
き
る
よ
う

に
施
設
の
改
良
事
業
を
行
い
、
ま
た
、

経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

収
入
総
額
19
億
９
２
７
７
万
円
の

内
訳
は
、
収
益
的
収
入
が
15
億
３
４

２
４
万
円
、
資
本
的
収
入
が
４
億
５

８
５
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
総
額
22
億
３
７
１
４
万
円
の

内
訳
は
、
収
益
的
支
出
が
14
億
２
６

４
２
万
円
、
資
本
的
支
出
が
８
億
１

０
７
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い
わ

れ
る
収
益
的
収
支
は
、
収
入
（
水
道

料
金
収
入
な
ど
）
が
15
億
３
４
２
４

万
円
、
支
出
（
浄
水
を
買
う
た
め
の

費
用
な
ど
）
が
14
億
２
６
４
２
万
円

で
、
本
年
度
は
６
８
８
９
万
円
（
消

費
税
抜
）
の
純
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。

資
本
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資

本
的
収
支
は
、
収
入
（
企
業
債
・
負

担
金
な
ど
）
が
４
億
５
８
５
３
万
円
、

支
出
が
８
億
１
０
７
２
万
円
で
、
水

道
管
の
維
持
管
理
・
配
水
管
布
設
工

事
、
企
業
債
の
償
還
な
ど
に
充
て
ま

し
た
。

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
で
は
、
健
康
で
快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
整
備
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

収
入
総
額
32
億
８
６
４
４
万
円
の

内
訳
は
、
収
益
的
収
入
が
18
億
５
９

３
２
万
円
、
資
本
的
収
入
が
14
億
２

７
１
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
総
額
34
億
８
５
８
７
万
円
の

内
訳
は
、
収
益
的
支
出
が
18
億
２
２

１
１
万
円
、
資
本
的
支
出
が
16
億
６

３
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い

わ
れ
る
収
益
的
収
支
は
、
収
入
（
下

水
道
使
用
料
な
ど
）
が
18
億
５
９
３

２
万
円
、
支
出
（
流
域
下
水
道
維
持

管
理
負
担
金
な
ど
）
が
18
億
２
２
１

１
万
円
で
、
本
年
度
は
、
１
０
９
０

万
円
（
消
費
税
抜
）
の
純
利
益
を
生

じ
ま
し
た
。

資
本
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る

資
本
的
収
支
は
、
収
入
（
企
業
債
・

国
庫
補
助
金
な
ど
）
が
14
億
２
７
１

２
万
円
、
支
出
が
16
億
６
３
７
６
万

円
で
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
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公こ
う

営え
い

企き

業
ぎ
ょ
う

会か
い

計け
い

特別会計決算状況 

※（　）内は15年度決算額 

平成16年度　基金（積立金）の状況 

公営企業会計決算状況 

※（　）内は15年度決算額 

国民健康保険事業 

老 人 保 健 事 業  

住宅新築資金等貸付事業 

奨学資金貸与事業 

介 護 保 健 事 業  

農業集落排水事業 

土 地 取 得 事 業  

二 日 市 財 産 区  

御 笠 財 産 区  

平等寺山財産区 

合 計  

会　計　名 歳　　入 歳　　出 

会　計　名 収　　入 支　　出 

   64億1,927万円 
（59億5,011万円） 

 
73億5,499万円 

（72億1,143万円） 
 

3,892万円 
（3,743万円） 

 
628万円 

（640万円） 
 

38億9,297万円 
（36億　855万円） 

 
5億9,231万円 

（5億9,364万円） 
 

10億8,730万円 
（14億1,241万円） 

 
493万円 

（458万円） 
 

13万円 
（21万円） 

 
967万円 

（1,347万円） 
 

194億　677万円 
（188億3,823万円） 

64億1,283万円 
（59億1,205万円） 

 
74億     57万円 

（72億2,660万円） 
 

3,638万円 
（3,661万円） 

 
628万円 

（640万円） 
 

38億4,950万円 
（35億6,288万円） 

 
5億9,231万円 

（5億9,364万円） 
 

10億8,730万円 
（14億1,241万円） 

 
435万円 

（232万円） 
 

13万円 
（18万円） 

 
897万円 

（1,199万円） 
 

193億9,862万円 
（187億6,508万円） 

水 道 事 業  

下 水 道 事 業  

合 計  

    19億9,277万円 
  （20億6,485万円） 

 
    32億8,644万円 
（33億9,331万円） 

 
52億7,921万円 

  （54億5,816万円） 

22億3,714万円 
（23億1,359万円） 

 
    34億8,587万円 
（37億3,689万円） 

 
    57億2,301万円 
  （60億5,048万円） 

基  金  名 15年度末残高 16年度中増減 16年度末残高 

財政調整 

体育奨励 

国民年金印紙購入 

土地開発 

宅地開発等関連施設準備 

かんがい用揚水ポンプ施設管理 

温泉地施設整備等 

減　債 

創生振興 

公共施設等整備 

地域福祉 

ふるさと・水と土保全 

庁舎建設 

環　境 

用品調達 

保険給付費支払準備 

高額医療費資金貸付 

高額介護サービス費資金貸付 

奨　学 

 計 

7億6,028万円 

1,796万円 

0万円 

600万円 

8万円 

1,563万円 

1億7,965万円 

20億1,376万円 

25億1,183万円 

21億8,479万円 

1億2,587万円 

1,034万円 

19億1,433万円 

1億1,968万円 

200万円 

1,309万円 

795万円 

200万円 

1,654万円 

99億   178万円 

21万円 

△100万円 

0万円 

0万円 

2万円 

△199万円 

560万円 

7,355万円 

△16億1,843万円 

      45万円 

△9,989万円 

1万円 

108万円 

1,227万円 

0万円 

7,289万円 

8,257万円 

0万円 

0万円 

△14億7,266万円 

７億6,049万円 

1,696万円 

0万円 

600万円 

10万円 

1,364万円 

1億8,525万円 

20億8,731万円 

8億9,340万円 

21億8,524万円 

2,598万円 

1,035万円 

19億1,541万円 

１億3,195万円 

200万円 

8,598万円 

9,052万円 

200万円 

1,654万円 

84億2,912万円 

（消費税等込）



CHIKUSHINO CITY 2005.11.15

5

平 成 　 年 度 決 算 16

財政状況の分析 

財 政 力 指 数  
市 債 現 在 高  
起 債 制 限 比 率  
公 債 費 比 率  
経 常 収 支 比 率  

項　　目 平成12年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成13年度 

0.663 

646億1,149万円 

  8.0% 

14.8% 

77.3% 

0.655 

649億  427万円 

  9.0% 

16.5% 

81.3% 

0.662 

661億6,840万円 

  9.4% 

17.1% 

86.2% 

0.670 

679億6,034万円 

  9.7% 

18.3% 

86.0% 

0.687 

687億4,631万円 

  9.7％ 

18.9％ 

91.7％ 

平
へい

成
せい

16年
ねん

度
ど

決
けっ

算
さん

に見
み

る筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

の状
じょう

況
きょう

は

財
政
状
況
の
分
析

筑
紫
野
市
の
財
政
の
状
態
を
測

定
す
る
も
の
に
、
①
財
政
力
指
数

②
経
常
収
支
比
率
③
起
債
制
限
比

率
・
公
債
費
比
率
が
あ
り
ま
す
。

①
財
政
力
指
数

財
政
力
指
数
と
は
、
市
税
な
ど
自

治
体
の
標
準
的
な
収
入
で
合
理
的
に

行
政
を
行
っ
た
場
合
に
ど
こ
ま
で
必

要
経
費
が
ま
か
な
え
る
か
を
測
定
す

る
指
数
で
、
数
値
が
「
１
」
に
近
く

「
１
」
を
超
え
る
ほ
ど
財
源
に
余
裕

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
市
の
財
政
力
指
数

は
、
０
・
６
８
７
で
前
年
度
（
０
・

６
７
０
）よ
り
や
や
上
昇
し
て
い
ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率

支
出
の
う
ち
、
人
件
費
や
公
債
費

（
借
金
の
返
済
）
な
ど
、
必
ず
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を
経
常

的
経
費
と
い
い
、
市
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
経
常
的
に
入
っ
て
く
る
財
源

を
経
常
一
般
財
源
と
い
い
ま
す
。

経
常
的
経
費
に
充
当
す
る
経
常
一

般
財
源
の
割
合
を
経
常
収
支
比
率
と

い
い
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る
か
な
い

か
を
測
定
す
る
指
標
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
比
率
が
70
〜
80
％
で
あ
れ

ば
健
全
財
政
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
の
収

入
は
、
景
気
の
変
動
や
地
域
社
会
の

変
化
に
即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

柔
軟
性
に
欠
け
る
た
め
、
経
常
経
費

の
抑
制
を
常
に
心
が
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
当
市
の
数
値
を
見
る

と
、
14
年
度
は
86
・
２
％
、
15
年

度
は
86
・
０
％
、
16
年
度
は
91
・

７
％
と
な
り
、
90
を
越
え
硬
直
化
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
経
常
経
費

の
抑
制
を
可
能
な
限
り
行
う
こ
と
に

よ
り
、
財
政
の
健
全
化
に
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

③
起
債
制
限
比
率
・

公
債
費
比
率

公
債
費
と
は
、
市
道
・
公
園
・
学

校
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
に
市

が
借
入
れ
た
借
金
を
返
済
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。
長
期
に
わ
た
っ
て
元

金
と
利
子
を
返
済
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
計
画
性
を
持
た
な
い
と
市
の
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
施
設
の
整
備

の
た
め
の
借
金
は
現
在
の
市
民
の
方

ば
か
り
か
、
将
来
の
市
民
の
方
に
も

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
必
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
限
度
を

超
え
な
い
範
囲
で
有
効
に
活
用
す
べ

き
で
す
。

こ
の
限
度
の
こ
と
を
「
起
債
制
限

比
率
」
と
い
い
、
３
年
間
平
均
で

20
％
を
超
す
と
起
債
制
限
団
体
と
な

り
、
一
部
の
市
債
の
借
入
を
制
限
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
市
の
起

債
制
限
比
率
は
、
９
・
７
％
で
健
全

だ
と
い
え
ま
す
。

「
公
債
費
比
率
」
は
、
一
般
財
源

（
市
税
な
ど
）
に
占
め
る
借
金
返
済

額
の
割
合
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
当
市
の
公
債
費
比
率

を
見
る
と
、
14
年
度
が
17
・
１
％
、

15
年
度
が
18
・
３
％
、
16
年
度
が

18
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
徐
々
に

数
値
が
上
昇
し
危
険
水
域
に
近
づ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
比
率
を
適
正
に
見
極
め

な
が
ら
、
市
債
に
よ
る
資
金
調
達
を

管
理
し
て
い
き
、
財
政
の
健
全
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

市債の発行状況 

※（　）内は15年度決算額 

 

水 道  

下 水 道  

農 業 集 落 排 水  

合 計  

 

会　計　名 平成16年度発行額 平成16年度末残高 

　　35億3,990万円 
（45億7,250万円） 

 
   2億5,000万円 
（ 3億1,900万円） 

 
   9億1,600万円 
（ 8億3,340万円） 

 
   1億7,820万円 
（ 1億5,210万円） 

 
  48億8,410万円 
（58億7,700万円） 

 

    428億7,066万円 
（422億3,422万円） 

 
   75億6,721万円 
（ 75億8,755万円） 

 
  159億1,393万円 
（158億5,156万円） 

 
   23億9,451万円 
（ 22億8,701万円） 

 
  687億4,631万円 
（679億6,034万円） 

 

一般（含む住新・土地会計） 
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
見み

る
市し

の
財ざ

い

政せ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
は
）
は
、
あ
る
一
定
時
点
で
の
資
産
や
負
債
状
況
を
表
し
た
報

告
書
で
す
。
民
間
企
業
で
は
お
な
じ
み
の
財
務
諸
表
で
す
が
、
近
年
は
い
く
つ
か
の
自
治
体
が
試

作
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
筑
紫
野
市
で
も
現
在
進
め
て
い
る
「
第
三
次
筑
紫
野
市
行
政
改
革
大
綱
」

の
中
で
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
公
表
を
定
め
て
お
り
、
今
号
で
は
平
成
16
年
度
末
現
在
に
お
け
る
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

（作成基準）
このバランスシートは、

総務省の基準に沿って作成

しました。

①数値は、市の普通会計

（一般会計と住宅新築資

金等貸付事業・奨学資

金貸与事業・土地取得

事業特別会計を加えた

もの。）

②数値は、昭和44年度か

ら平成16年度までの地

方財政状況調査による

もので、昭和43年度以

前の事業費は算入され

ていません。

③作成基準日は平成17年

３月31日です。

（市
し

民
みん

一人
ひ　と　り

当
あ

たり　１３０万
まん

円
えん

）

（市
し

民
みん

一人
ひ　と　り

当
あ

たり　 ４９万
まん

円
えん

）

（市
し

民
みん

一人
ひ　と　り

当たり　 ８０万
まん

円
えん

）

［負債の部］ 

 

１ 固定負債（支払期限が1年を超えて到来する負債） 

 

（１） 地方債 

 

（２） 債務負担行為 

 

（３） 退職給与引当金 

 

　　固定負債合計 

 

２ 流動負債（支払期限が1年以内の負債） 

 

（１） 翌年度償還予定額 

 

（２） 翌年度繰上充用金 

 

 

　　流動負債合計 

 

負債合計 

 

［正味資産の部］ 

  （これまで有形固定資産の形成などの財源で返済の必要のないもの） 

 

　１　国庫支出金 

 

　２　県支出金 

 

　３　一般財源等 

 

正味資産合計 

 

負債・正味資産合計 

貸             方 

396億3,374万円 

 

0万円 

 

47億3,358万円 

 

443億6,732万円 

 

 

 

32億3,692万円 

 

0万円 

 

 

32億3,692万円 

 

476億   424万円 

198億9,476万円 

 

18億7,362万円 

 

560億7,827万円 

 

778億4,665万円 

 

1,254億5,089万円   

　有形固定資産（借方
＝資産の部参照）の形
成などのために国や銀
行から借り入れた借金
のうち、平成17年度か
ら複数年にわたって支
払い義務があるもの。 

　将来、支払い義務の
ある債務のうち、すで
に支払う額が確定して
いるもの。 

　基準日（平成17年3
月31日）現在で、市職
員が全員自己都合で退
職したと想定した場合
の退職手当総額。 

　これまで有形固定資
産の形成などのために
国や銀行から借り入れ
た借金のうち、平成17
年度内に支払い義務が
あるもの。 

　歳入が歳出に不足す
る場合に、次の年度の
歳入を繰り上げて使用
する充用金。 

　これまでの有形固定
資産の形成などのため
に使った資金のうち、
国からの補助金の額。
ただし、資産の部で対
象となる有形固定資産
の財源であることから、
有形固定資産と同様の
基準で減価償却を行っ
ている。 

　県からの補助金で、
国庫支出金と同じ内容。 

　これまでの有形固定
資産の形成などのため
に使った資金のうち、
市税など一般財源等の
総額。 

（平成17年3月31日現在）
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資
し

産
さん

総
そう

額
がく

１,２５５億
おく

円
えん

負
ふ

債
さい

総
そう

額
がく

４７６億
おく

円
えん

正
しょう

味
み

資
し

産
さん

総
そう

額
がく

７７９億
おく

円
えん

［資産の部］ 
１ 有形固定資産（市が保有している土地、建物などの有形固定資産の価格） 

 （１） 総務費 

 （２） 民生費 

 （３） 衛生費 

 （４） 労働費 

 （５） 農林水産業費 

 （６） 商工費 

 （７） 土木費 

 （８） 消防費 

 （９） 教育費 

 （10）その他 

          計 

（うち土地） 

有形固定資産合計 

２ 投資等（市の現金・預金など有形固定資産に含まれないもの） 

 （１） 投資および出資金 

 （２） 貸付金 

 （３） 基金 

       ① 特定目的基金 

       ② 土地開発基金 

       ③ 定額運用基金 

       基金計 

（４） 退職手当組合積立金 

投資等合計 

３ 流動資産 

（１） 現金・預金 

       ① 財政調整基金 

       ② 減債基金 

       ③ 歳計現金 

       現金・預金計 

（２） 未収金 

       ① 地方税 

       ② その他 

       未収金計 

流動資産合計 

資産合計 

借             方 

18億9,917万円 

69億7,405万円 

3億4,645万円 

2億6,338万円 

22億6,338万円 

2億1,994万円 

517億6,782万円 

4億6,917万円 

400億4,479万円 

50億3,288万円 

1,092億8,443万円 

357億   688万円 

1,092億8,443万円 

 

19億5,768万円 

8億9,325万円 

 

53億7,828万円 

5億3,300万円 

1,853万円 

59億2,981万円 

21億8,560万円 

109億6,634万円 

 

 

7億6,048万円 

22億4,982万円 

6億   796万円 

36億1,826万円 

　　 

13億3,769万円 

2億4,417万円 

15億8,186万円 

52億　  12万円 

1,254億5,089万円   

　土地は取得価格。建物は分類種別により耐用
年数を定め、取得年からの経過年数に応じ、取
得価格から減価償却を行った残存価格。 

　将来の退職手当支払いのための退職手当組合
への積立金。金額は積立残高。 

　現金化をすぐ行う可能性のある（流動性の高い）
財政調整基金、減債基金は「３流動資産（１）
現金・預金」に、それ以外の基金はここに計上。 
 
①特定目的基金 
　主に、地域基盤整備、環境、社会福祉の充実、
スポーツの振興など特定目的のための基金。 
 
②土地開発基金 
　市が公益上必要のある土地をあらかじめ取得す
ることにより、事業の円滑な執行を図るための基金。 
 
③定額運用基金 
　奨学資金貸与のための奨学基金など特定の
目的で定額の資金を運用する基金。 

　市が活動を行う上で必要な団体への出資金など。 

　市が貸し付けている資金。 

 　平成16年度末の滞納額。 

平成16年度末現在、市が保有している現金と預金。 
 
①財政調整基金 
　年度間の財源の不均衡を調整するため、余
裕のある年度に積み立てて、災害や大幅な減
収など思わぬ事態が発生した場合に対応する
基金。その性格上すぐ現金化を行うことにな
るため流動性が高い。 
 
②減債基金 
  市債の返済を計画的に行うため、余裕のある年
度に積み立てて、繰上げ償還などの返済に充てる
基金。返済を前提とするため、流動性が高い。 
 
③歳計現金 
　歳入決算額から歳出決算額を差引いた収支額。 

平成16年度
筑紫野市のバランスシート※ 左右はいつも釣り合っている。

借　方　　　　 貸　方　　　　

資　　産

（1,255億円）

負　　債

（476億円）

正味資産

（779億円）
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長
い
間
勤
め
て
い
た
会
社
な
ど

を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
た
人

が
、
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日

か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

保
険
証
は
「
国
民
健
康
保
険
退
職

被
保
険
者
証
」
に
な
り
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
は
医
療
費
の

適
正
化
・
保
険
給
付
の
平
等
化
・

社
会
保
険
と
国
民
健
康
保
険
と
の

間
の
退
職
者
の
費
用
負
担
を
是
正

す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で

す
。退

職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た

被
保
険
者
の
医
療
費
は
退
職
前
に

加
入
し
て
い
た
被
用
者
保
険
か
ら

の
費
用
負
担
で
補
わ
れ
ま
す
。
正

し
く
適
用
さ
れ
な
い
と
、
国
民
健

康
保
険
だ
け
で
負
担
す
る
医
療
費

が
増
え
て
皆
さ
ん
の
国
民
健
康
保

険
税
で
多
く
の
負
担
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

す
る
人

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

が
、
退
職
被
保
険
者
本
人
と
な

り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人

・
老
人
保
健
制
度
の
対
象
で
は
な

い
人

・
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
の
老
齢(
退
職)

年
金
を
受
給

し
て
い
る
人(
受
給
権
が
発
生
し

て
い
る
人)

で
、
そ
の
加
入
期
間

が
20
年
以
上
あ
る
か
、
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
あ
る
人

※
ま
た
、
退
職
被
保
険
者
本
人
と

同
じ
世
帯
に
あ
り
、
退
職
被
保

険
者
本
人
の
収
入
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
し
て
い
て
、
次
の
す

べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
退

職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
と
な

り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人

・
老
人
保
健
制
度
の
対
象
で
は
な

い
人

・
退
職
被
保
険
者
本
人
の
配
偶
者

ま
た
は
三
親
等
以
内
の
親
族

・
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円
未
満

の
人(

60
歳
以
上
の
人
と
身
体

障
害
者
は
１
８
０
万
円
未
満
）

◆
届
け
出
に
つ
い
て

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、
年

金
を
受
け
と
る
手
続
き
を
す
る

と
、
年
金
証
書
を
受
け
取
り
ま

す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た

ら
14
日
以
内
に
国
保
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

○
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
か
ん(

世
帯
主
以
外
の
人
が
届

け
出
す
る
場
合
）

・
年
金
証
書
・
裁
定
通
知
書(

支
給

決
定
通
知
書
）

＝
国
保
ひ
と
口
メ
モ
＝

退た
い

職し
ょ
く

者し
ゃ

医い

療り
ょ
う

制せ
い

度ど

と
は
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
保
年
金
課
国
保
担
当
　
内
線
２
８
３
〜
２
８
５

振
替
の
領
収
済
通
知
書
は
、
年
末

調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
告
す
る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
集
合
徴
収
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
職
員
に
よ
る

年
金
相
談
お
よ
び
保
険
料
の
徴
収

を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を

直
接
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時

11
月
30
日(

水)

10
時
〜
16
時

●
場
所

市
役
所

第
１
別
館
１
階
第
11
会
議
室

国こ
く

民み
ん

年ね
ん

金き
ん

か
ら
の
お
知し

ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

▽
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
担
当
　

1
９
２
３
局
１
１
１
１
　
内
線
２
８
６
・
２
８
７

▽
南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所
　
　
　

〒
815-

8558

福
岡
市
南
区
塩
原
３
‐
１
０
２
７
　

1
５
５
２
局
６
１
１
１

◆
国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
に
つ
い
て

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所
得
税

や
住
民
税
の
課
税
対
象
の
所
得
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
が
、
平
成

17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整
や

確
定
申
告
す
る
際
に
証
明
書
の
添

付
や
提
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
平
成
17
年
中
に

納
付
し
た
国
民
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
控
除
証
明

書
」
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
被
保

険
者
に
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。

(

市
役
所
か
ら
納
付
証
明
書
は
発

行
し
ま
せ
ん)

送
付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
や
国

民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
、
口
座



緊 急 情 報

＜火災警報器の設置＞

消防法の改正により、住宅用火災警報器の設置が下記

のとおり義務付けられます。

新築住宅は平成18年６月１日から
既存住宅は平成21年６月１日から(福岡県内で統一)

この「火災警報器」は、設置場所や機器の規定を自治

体が定めたものですが、今後ホームセンターや家電量販

店などで購入する事ができ、個人でも容易に取り付ける

ことが可能なものです。

「すぐに取り付けなければ法律違反になりますよ！」
などと、契約を急がせる業者には特にご注意ください。

※訪問販売では、クーリング・オフの適用や事

実と異なる事を告げて契約した場合など、法

律による取消しができることもありますので、

相談窓口などでご相談ください。

【住宅用火災警報器に関する問い合わせ先】

筑紫野消防署警備第一係　

1９２４局５０３５　内線３３３

火
か

災
さい

警
けい

報
ほう

器
き

の訪
ほう

問
もん

販
はん

売
ばい

にご注
ちゅう

意
い

ください！
「消防の方から来ました」というように、消防署などの公的機関の職員が一般の家庭を訪問し

て、火災警報器を販売したり特定の業者に販売を委託したりすることはありません。

★問い合わせと相談は 商工観光課消費者相談コーナー　内線３５８
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●
収
入
基
準

▽
一
般
世
帯
の
場
合

月
額
20
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど
の
場
合

月
額
26
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
年
間
の
家
族
全
員
の
所
得
金
額
か
ら
同
居
親

族
な
ど
控
除
後
の
金
額
を
月
割
り
し
た
金
額

で
す
。

●
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

12
月
５
日(

月)

〜
12
月
22
日(

木)

の

９
時
〜
16
時
30
分
　

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
申
込
書
配
布
場
所

管
財
課(

市
役
所
本
館
２
階)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

管
財
課
管
財
担
当
　

内
線
２
４
７
・
２
４
８

ごみ収
しゅう

集
しゅう

の
休
やす

みについて

11月23日(水)
夜の持ち出しから

11月25日(金)
夜の持ち出しまで

※この期間、宝満環境セン

ターは通常どおり搬入で

きます。

●
募
集
す
る
市
営
住
宅

▽
小
石
住
宅(

市
内
大
字
山
口
42)

・
間
取
り
　
２
Ｋ

・
家
賃
　
２
７
０
０
円
〜
４
６
０
０
円

・
募
集
戸
数
　
１
戸

▽
は
す
町
住
宅

(

市
内
大
字
山
家
４
８
１
２
‐
１)

・
間
取
り
　
２
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
９
２
０
０
円
〜
１
万
３
７
０
０
円

・
募
集
戸
数
　
１
戸

▽
小
川
住
宅(

市
内
大
字
山
家
２
８
４
９
‐
１)

・
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　

１
万
９
３
０
０
円
〜
３
万
２
１
０
０
円

・
募
集
戸
数
　
２
階
２
戸
、
３
階
１
戸

●
入
居
基
準

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
１
年
以
上

市
内
に
勤
務
場
所
が
あ
る
人
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い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
親
は
親
、
子
ど

も
は
子
ど
も
。
親
子
と
い
う
関
係
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
子
ど
も
が
成
長

し
自
分
の
仕
事
や
生
活
の
場
を
持
つ
よ
う

に
な
れ
ば
、
親
と
の
関
係
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
親
子
の
あ
り
か
た
は
変
わ
っ
て
も

お
互
い
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
、
い
い
関

係
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
の
で
は
、
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
親
子
は
お
互
い

に
分
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
だ
け
に
、

衝
突
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
時
々
で
、お
さ
ま
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

そ
う
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、

「
子
ど
も
な
ら
親
の
面
倒
を
見
る
の
が
当

然
な
の
か
し
ら
。」

「
今
ま
で
、
親
の
言
う
と
お
り
に
生
き
て

き
た
。
今
も
親
が
ど
う
思
う
か
と
考
え
て

し
ま
い
、
自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
わ
か

ら
な
い
。」

「
ど
う
し
て
も
、
親
を
好
き
に
な
れ
な
い
。

親
な
の
に
嫌
っ
て
し
ま
う
自
分
が
情
け
な

い
。」

「
子
ど
も
は
も
う
30
歳
を
過
ぎ
て
い
る
の

に
結
婚
す
る
気
は
な
い
と
い
う
。
子
ど
も

の
将
来
を
考
え
る
と
、
心
配
で
・
・
・
」

「
子
ど
も
が
か
な
り
の
借
金
を
し
て
い
る
。

私
が
代
わ
り
に
払
っ
て
い
い
も
の
か
？
」

「
子
ど
も
は
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
、
も
の
を
壊
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。」

「
子
ど
も
は
仕
事
が
続
か
ず
、
す
ぐ
や
め

て
し
ま
う
。我
慢
が
足
り
な
い
と
思
う
と
、

は
が
ゆ
く
て
。」

な
ど
、
思
い
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

あ
な
た
は
親
の
こ
と
子
ど
も
の
こ
と
で

困
っ
た
と
き
に
、
親
の
た
め
、
子
ど
も
の

た
め
に
生
き
る
こ
と
を
選
び
ま
す
か
。
そ

れ
と
も
、
お
互
い
の
仕
事
や
生
活
を
大
切

に
し
て
、
適
度
な
距
離
の
あ
る
関
係
を
作

っ
て
い
く
こ
と
を
選
び
ま
す
か
。
あ
る
い

は
別
の
選
択
肢
を
探
し
て
み
ま
す
か
。
生

き
方
や
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
事
情
も
違
う
で
し
ょ
う
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
あ
な
た
の
側
に
た
っ

て
考
え
を
整
理
し
た
り
、
対
応
を
考
え
る

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

守
ら
れ
る
個
室
で
、
ゆ
っ
く
り
あ
な
た
の

話
を
伺
い
ま
す
。「
こ
ん
な
こ
と
く
ら
い
で
」

と
い
う
こ
と
で
も
、「
こ
ん
な
こ
と
を
話
せ

る
相
手
が
い
な
く
て
」
と
い
う
こ
と
も
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
予

約
の
電
話
を
!!

●
相
談
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

男
女
共
同
参
画
推
進
課
　

1
９
１
８
局
１
３
１
１

筑
紫
野
を
代
表
す
る
南
画(

な
ん
が)

家
・
藤
瀬

冠
邨(

ふ
じ
せ
か
ん
そ
ん
／
１
８
７
５
〜
１
９
５

１
年)

さ
ん
の
遺
族
か
ら
約
２
５
０
０
点
の
資
料

が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
作
品
と
関

係
資
料
約
１
５
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
明
治
期
〜
昭
和
前
期
に
か
け
て
盛
ん
に

描
か
れ
た
「
南
画
」
の
魅
力
に
ふ
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
南
画
に
つ
い
て

南
画
と
は
、
中
国
の
文
人
た
ち
の
間
で
描
か

れ
て
い
た
南
宗
画(

な
ん
し
ゅ
う
が)

の
影
響
を

受
け
、
日
本
で
独
自
に
発
達
し
た
墨
画
の
こ

と
で
す
。
山
水
の
自
然
を
詩
情
豊
か
に
描
く

の
が
特
徴
で
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
後
期
か

ら
盛
ん
に
な
り
、
昭
和
前
期
ま
で
広
く
親
し

ま
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
新
し
い
日
本
画
や
洋

画
の
技
法
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た
、
現
代
風

の
南
画
も
静
か
な
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

南
画
を
鑑
賞
す
る
う
え
で
難
し
い
の
が
、
画

面
に
書
き
添
え
ら
れ
た
詩
句
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
は
画
賛(

が
さ
ん)

と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
描
か
れ
た
絵
の
情
景
を
た
た
え
た

も
の
で
す
。
本
展
示
会
で
は
、
そ
の
画
賛
を

わ
か
り
や
す
く
解
読
し
、
作
品
に
添
え
て
展

示
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
絵
の
道
具
な
ど
も
あ

わ
せ
て
、
南
画
の
魅
力
を
幅
広
く
ご
紹
介
し

ま
す
。

藤瀬冠邨作　白雲紅葉図(部分)１９０３年

《
画
賛
の
大
意
》

梅
雨
の
大
雨
は
深
い
淵
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

南
向
き
の
窓
際
に
ぼ
ん
や
り
と
座
り
、
ひ
と
り
旅
情
に
ひ
た
る
。

そ
こ
で
盃(

さ
か
ず
き)

を
傾
け
な
が
ら
酔
を
楽
し
む
の
だ
。

そ
の
気
持
ち
を
表
せ
ば
、
こ
の
よ
う
に
白
雲
と
紅
葉
が
広
が
っ
た
絵
と
な
る
。

●日時 11月15日(火)～12月25日(日)、９時～18時

※月曜休館

●場所・問い合わせ先

歴史博物館(ふるさと館ちくしの) 1９２２局１９１１

※入館無料
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◆
母
子
家
庭
常
用
雇
用
転
換
奨

励
給
付
金

母
子
家
庭
の
母
を
期
間
の
定
め
の

あ
る
雇
用
か
ら
常
用
雇
用(

無
期

雇
用)

へ
転
換
し
た
事
業
主
に
対

し
て
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
を
期
間
を
定
め
て

雇
用
し
た
後
、
６
カ
月
以
内
に
常

用
雇
用
へ
転
換
し
た
、
次
の
全
要

件
を
満
た
す
事
業
主

・
雇
用
し
た
母
子
家
庭
の
母
が
市
内

に
住
所
が
あ
る
こ
と

・
雇
用
し
た
母
子
家
庭
の
母
の
所
得

が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
水
準

で
あ
る
こ
と

・
事
業
主
が
、
雇
用
保
険
の
適
用
事

業
主
で
あ
る
こ
と

・
公
共
の
職
業
安
定
所
な
ど
の
紹
介

に
よ
り
雇
い
入
れ
て
い
る
こ
と

・
常
用
雇
用
へ
転
換
後
、
６
カ
月
以

上
雇
用
継
続
し
て
い
る
こ
と

・
過
去
６
カ
月
間
に
事
業
主
の
都
合

で
常
用
雇
用
労
働
者
を
解
雇
し
て

い
な
い
こ
と

・
過
去
３
年
間
に
雇
用
し
た
者
を
再

び
雇
用
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

○
給
付
額

雇
用
す
る
母
子
家
庭
の
母
１
人
に

つ
き
30
万
円

母母
ぼ

子子
し

家家
か

庭庭
てい

自自
じ

立立
りつ

支支
し

援援
えん

給給
きゅう

付付
ふ

金金
きん

ののおお知知
し

ららせせ
こ
の
事
業
は
「
母
子
家
庭
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
金
」「
母
子
家
庭

高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
」「
母

子
家
庭
常
用
雇
用
転
換
奨
励
給
付

金
」
の
３
つ
の
給
付
金
か
ら
な
り
、

母
子
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と

向
上
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

◆
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓

練
給
付
金

母
子
家
庭
の
母
が
就
職
に
つ
な

げ
る
能
力
開
発
の
た
め
に
受
講

し
た
教
育
訓
練
講
座
の
受
講
料

に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
全

要
件
を
満
た
す
20
歳
未
満
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母

・
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対

象
所
得
水
準
で
あ
る
こ
と

・
教
育
訓
練
受
講
が
適
職
に
就
く

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と

・
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
教

育
訓
練
給
付
金
の
受
給
資
格
が

な
い
こ
と

・
給
付
金
の
支
給
を
今
ま
で
に
受

け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

○
対
象
講
座

雇
用
保
険
教
育
訓
練
給
付
金
制

度
の
指
定
講
座
な
ど

○
給
付
額

受
講
料
の
４
割(

上
限
20
万
円
。

た
だ
し
、
８
０
０
０
円
未
満
の
場

合
は
給
付
で
き
ま
せ
ん
）

◆
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促

進
給
付
金

母
子
家
庭
の
母
が
就
職
に
有
利
な

資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
養
成
機

関
で
修
業
し
て
い
る
場
合
、
一
定

期
間
経
済
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
全
要

件
を
満
た
す
20
歳
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母

・
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象

所
得
水
準
で
あ
る
こ
と

・
養
成
機
関
で
２
年
以
上
修
業
予
定

で
あ
る
こ
と

・
修
業
期
間
の
３
分
の
２
を
終
え
て

お
り
、
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
こ
と

・
修
業
ま
た
は
育
児
と
、
就
業
の
両

立
が
困
難
で
あ
る
こ
と

・
技
能
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
今
ま

で
に
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

○
対
象
資
格

・
看
護
師
、
准
看
護
師

・
介
護
福
祉
士

・
保
育
士

・
理
学
療
法
士

・
作
業
療
法
士

○
給
付
額
お
よ
び
給
付
期
間

・
１
カ
月
に
つ
き
10
万
３
０
０
０
円

・
修
業
期
間
の
最
後
の
３
分
の
１

(

最
大
12
カ
月)

の
期
間

【
問
い
合
わ
せ
先
】

児
童
家
庭
課
　
内
線
３
１
８

平
へい

成
せい

18年
ねん

度
ど

保
ほ

育
いく

所
しょ

(園
えん

)入
にゅう

所
しょ

申
もう

し込
こ

み手
て

続
つづ

きのお知
し

らせ

平
成
18
年
度
の
公
立
・
私
立
保
育
所(

園)

の
入
所
申
込
書
の
配

布
と
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

生
後
50
日
目
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
の
保
護
者
で
、
次
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
人
。

①
市
内
居
住
者
で
住
民
登
録
し
て
い
る
人
。

②
昼
間
児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
居
人
が
、自
宅
外
で
働
く
た
め
、

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
が
常
態
と
な
っ
て
い
る
人
。

③
そ
の
他
、
特
別
な
事
情(

病
気
・
介
護
な
ど)

に
よ
り
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

※
平
成
18
年
度
中
に
産
前
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
明
け
で
年
度
途

中
に
入
所
を
予
定
し
て
い
る
人
も
、
入
所
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
こ
の
期
間
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
入
所
の
申
し
込
み
手
続
き
は
、
書
類
交
付
と
そ
の
書
類
の
受

け
付
け
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
17
年
度
保
育

所
在
園
児
の
入
所
手
続
き
に
つ
い
て
は
保
育
所(

園)

を
通
し
て

行
い
ま
す
。

●
書
類
交
付
期
間

平
成
17
年
12
月
６
日(

火)

〜
８
日(

木)

●
書
類
交
付
時
間

９
時
〜
16
時
30
分

●
書
類
交
付
場
所

市
役
所
第
１
別
館
１
階
第
11
会
議
室

●
書
類
受
付
期
間

平
成
18
年
１
月
10
日(

火)

〜
13
日(

金)

●
書
類
受
付
時
間

９
時
〜
16
時
30
分

●
書
類
受
付
場
所

市
役
所
第
１
別
館
１
階
第
11
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
先

児
童
家
庭
課
　
内
線
３
１
７
・
３
１
８
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あ
ら
ゆ
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
社
会

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
地

域
に
責
任
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
活
か
し
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ

う
中
で
、
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
と
市
民

が
協
働
し
て
政
策
展
開
を
推
進
す
る
、

密
接
な
連
携
体
制
づ
く
り
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
で
は
、「
市
政
説
明
会
」

「
市
長
と
語
る
会
」「
市
長
へ
の
た
よ

り
」
な
ど
の
事
業
を
取
り
組
み
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
発
言
機
会
の

充
実
に
努
め
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
、
市
民
の
声
を
最
大
限
取
り
入

れ
た
市
政
運
営
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
は
全
て
市
長

が
直
接
拝
見
し
、
担
当
課
に
指
示
を

し
て
、
文
書
や
メ
ー
ル
で
回
答
し
て

い
ま
す
。

本
日
10
月
１
日
ま
で
に
提
案
さ
れ

た
内
容
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

郵　便 

メール 

　計 

提案者数（人） 

３２ 

４０ 

７２ 

提案件数（件） 

３４ 

４１ 

７５ 

平成17年度の提出者数および提案件数(10月１日現在）

提
案
内
容
と
回
答

天
拝
公
園
に
は
捨
て
猫
が
多

く
、
無
責
任
に
日
常
的
に
え
さ
を

与
え
る
人
も
い
ま
す
。
食
べ
残
し

が
不
衛
生
で
す
し
、
ふ
ん
も
す
る

の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

猫
の
件
は
他
の
人
か
ら
も
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、
公
園
で
え
さ
を
与

え
て
い
る
人
に
直
接
与
え
な
い
よ

う
に
指
導
し
ま
し
た
。
常
時
公
園

で
の
指
導
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

公
園
管
理
の
都
市
計
画
課
か
ら
は

「
捨
て
猫
禁
止
、え
さ
を
与
え
な
い
」

の
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
猫

は
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
で
捕
獲
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
と
も
猫
の
正
し
い
飼

い
方
や
飼
い
主
の
義
務
な
ど
に
つ

い
て
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

(

環
境
保
全
課
）

保
育
所
の
料
金
は
兄
弟
が
い
る
　

場
合
、
保
育
料
が
安
い
兄
の
方
が

半
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
普
通
は

料
金
が
高
い
ほ
う
が
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
３
人
兄
弟
に
な
っ

た
場
合
、
12
万
円
も
保
育
料
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
行
政
が
少
子
化

を
促
進
さ
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
の
徴
収
基
準
に
つ
い
　

て
は
、
国
の
基
準
を
基
に
作
成
し

て
い
ま
す
。
国
の
徴
収
基
準
階
層

は
７
階
層
で
す
が
、
当
市
は
６
階

層
の
所
得
税
額
の
幅
が
大
き
い
部

分
を
２
分
割
し
、
３
歳
児
未
満
の

保
育
料
に
つ
い
て
減
額
し
８
階
層

に
し
て
い
ま
す
。
兄
弟
児
が
い
る

場
合
、
５
階
層
以
上
の
人
に
つ
い

て
は
、
年
齢
が
低
い
児
童
か
ら
第

１
子
、
第
２
子
、
第
３
子
と
な
り

ま
す
の
で
、
年
齢
が
最
も
低
い
児

童
が
通
常
の
料
金
、
次
に
年
齢
が

低
い
児
童
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
在
園
の
第
３
子
に
つ
い
て

は
、
国
の
基
準
は
第
１
子
の
10
分

の
１
で
す
が
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
筑
紫
野
市
で
は
無
料
に

し
て
い
ま
す
。

(

児
童
家
庭
課
）

「
広
報
ち
く
し
の
」
は
１
カ
月

に
１
回
の
発
行
で
よ
い
と
感
じ
ま

す
。
経
費
節
減
の
た
め
に
。
緊
急

の
情
報
は
市
役
所
、
出
先
機
関
に

掲
示
の
方
法
を
と
る
と
か
他
の
方

法
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

広
報
紙
は
、
筑
紫
野
市
広
報
紙

発
行
規
則
に
基
づ
き
、
市
制
施
行

時
か
ら
毎
月
２
回
発
行
し
て
い
ま

す
。
経
費
縮
減
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
人
口
増
加
に
よ
る
発
行
部
数

の
増
加
、
行
政
情
報
の
増
大
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
掲
載
希
望
も

多
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
記
事

の
厳
選
と
簡
素
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
情
報
提
供
の
時
期
を
失

し
な
い
よ
う
に
適
時
性
を
持
た
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
月
２

回
の
発
行
は
継
続
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
財
政
状
況
や
市
民
の

皆
さ
ん
の
評
価
を
参
考
に
し
な
が

ら
今
後
と
も
事
務
事
業
は
常
に
点

検
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
秘
書
広
報
課
）

b

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

「
た
よ
り
」
に
よ
る
提

案
内
容
で
す
。

b

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

「
た
よ
り
」
に
対
す
る

市
役
所
か
ら
の
「
回
答
」

で
す
。

た た

た

た

回 回

回

回
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６
月
議
会
に
情
報
公
開
条
例
改
　

正
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
制

度
改
正
の
提
案
の
際
、
市
民
意
見

の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
市
民
意
見
の
把
握
と

反
映
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

市
民
意
見
は
、
市
民
４
人
と
１

団
体
か
ら
32
項
目
、
各
条
に
つ
い

て
出
さ
れ
、
庁
内
の
情
報
公
開
制

度
検
討
委
員
会
お
よ
び
情
報
公
開

審
議
会
に
お
い
て
、
見
直
し
の
審

議
の
過
程
で
参
考
に
検
討
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
そ
の
内

容
を
適
宜
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

(

総
務
課
）

市
役
所
に
問
い
合
わ
せ
の
電
話

を
し
た
時
、「
課
が
違
う
の
で
わ
か

り
ま
せ
ん
」「
担
当
が
不
在
で
わ
か

り
ま
せ
ん
」と
い
う
こ
と
が
多
い
。

分
か
ら
な
い
、
で
き
ま
せ
ん
で
は

困
る
。

平
素
よ
り
適
正
で
円
滑
な
業
務

を
推
進
し
、
市
民
の
方
か
ら
信
頼

さ
れ
る
行
政
を
進
め
る
た
め
、
特

に
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
接
遇
と
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
は
徹
底
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
忙
し
い
中
、
ご
丁
寧
な
対
応

に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

市
長
が
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
担
当
課
に
回
覧
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担
当
　

内
線
２
２
８

電子メールによる市長へのたよりは、

市公式ホームページからどうぞ

郵便による市長へのたより

設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
送
信
で
き
ま

す
の
で
皆
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
建

設
的
な
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
卓
球
や
「
に
こ
に
こ
ヘ
ル
シ

ー
教
室
」
に
通
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
の
指
導
員
の
方
の
ま
じ
め
さ
、

熱
心
な
指
導
は
ピ
カ
イ
チ
で
す
。

清
掃
の
方
も
い
つ
も
き
れ
い
に
し

て
あ
り
ま
す
。
出
先
機
関
の
人
が

日
々
ま
じ
め
に
、
笑
顔
で
勤
務
さ

れ
て
い
る
姿
は
受
講
生
し
か
見
て

い
ま
せ
ん
の
で
市
長
さ
ん
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
忙
し

い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
た
ま
に
は

たた

た

た

回回

回
出
先
機
関
に
も
出
か
け
て
褒
め
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
の
封
筒
・

用
紙
は
、
料
金
受
取
人
払
い
と
し
て

お
り
無
料
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
設
置
場
所
は
、
市
役
所
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
14
カ
所
に

謙
虚
に
受
け
止
め
、
今
後
と
も
全

庁
的
に
職
場
研
修
の
徹
底
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

(

行
政
管
理
課
）

(

回
答
に
対
す
る
返
事)
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お誕生日の思い出に……３歳まで

★11月生まれ★香
か

月
つき

千
ち

穂
ほ

ちゃん　１歳
（11月19日生まれ）二日市中央

ぬ
い
ぐ
る
み
よ
り
も

虫
が
大
好
き
！
お
兄

ち
ゃ
ま
達
に
守
ら
れ

Q
元
気
で
優
し
い
女

の
子
に
な
っ
て
ね
★

祝
★
一
歳
！
雅
兄
ち

ゃ
ん
志
穗
姉
ち
ゃ
ん

と
遊
ぶ
の
が
大
好
き

な
隆
く
ん
♪
君
の
成

長
が
楽
し
み
で
す
Q

親
哉
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
Q
お
姉
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
元
気
に

遊
ん
で
ね
！

平
ひら

田
た

ゆいちゃん　２歳
（11月24日生まれ）塔原東

ゆ
い
、
２
歳
の
お
誕

生
日
お
め
で
と
う
Q

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
楽
し
ま
せ
て
ね
★

三
み

村
むら

親
ちか

哉
や

ちゃん　１歳
（11月２日生まれ）上古賀

中
ちゅう

願
がん

寺
じ

南
みな

帆
ほ

ちゃん　２歳
（11月27日生まれ）針摺

南
帆
、
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
！
こ
れ
か

ら
も
す
く
す
く
元
気

に
育
つ
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
Q

野
の

田
だ

欧
おう

介
すけ

ちゃん　２歳
（11月14日生まれ）立明寺

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
笑
顔
の
素
敵
な

欧
ち
ゃ
ん
友
達
た
く

さ
ん
作
っ
て
明
る
く

元
気
に
育
っ
て
ね
★

杉山
すぎやま

和
わ

奏
かな

ちゃん　２歳
（11月28日生まれ）二日市西

Q
わ
か
ち
ゃ
ん
Q
お

誕
生
日
お
め
で
と
う

Q
お
姉
ち
ゃ
ん
達
に

も
負
け
な
い
元
気
で

大
き
く
な
っ
て
ね
Q

河
かわ

津
ず

咲
さき

歩
ほ

ちゃん　２歳
（11月23日生まれ）光が丘

少
し
ず
つ
し
っ
か
り

と
歩
ん
で
、
自
分
ら

し
い
花
を
咲
か
せ
て

ね
。
２
歳
お
め
で
と

う
Q
咲
歩
Q

光
ひかり

美
み

結
ゆ

ちゃん　３歳
（11月26日生まれ）永岡

Q
祝
３
歳
Q
お
め
で

と
う
！
い
つ
も
明
る

く
元
気
な
美
結
Q
こ

れ
か
ら
も
優
し
い
美

結
で
い
て
ネ
Q

釣
つり

屋
や

梨
り

奈
な

ちゃん　３歳
（11月９日生まれ）山家

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き

な
梨
奈
。
こ
れ
か
ら

も
わ
が
家
の
姫
だ
よ

Q
元
気
い
っ
ぱ
い
育

っ
て
ね
！

◎このコーナーの申し込みは…
★誕生月の３カ月前から受け付けます。
★電話で申し込み順に定員22人まで受
け付けます。（先着順）
４月生まれのお子さんの受け付け
は１月５日(木)、８時30分からです。
なお、３月生まれの受け付けは終了
しました。

角
かど

井
い

隆
りゅう

仁
と

ちゃん　１歳
（11月15日生まれ）石崎

上
うえ

野
の

滉
こう

太
た

ちゃん　２歳
（11月２日生まれ）筑紫駅前通

広
く
深
く
太
く
、
優
し

い
笑
い
の
絶
え
な
い
子

に
育
っ
て
ネ
★
パ
パ
と

マ
マ
の
子
で
本
当
に
よ

か
っ
た
Q

谷
たに

誠
まさ

大
ひろ

ちゃん　２歳
（11月27日生まれ）杉塚

誠
大
、
パ
パ
と
マ
マ

の
子
供
に
産
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
！
元
気
な
笑
顔

が
大
好
き
だ
よ
★

加
か

治
じ

佐
さ

真
ま

結
ゆ

ちゃん　２歳
（11月８日生まれ）原田

こ
の
２
年
で
沢
山
お

友
達
が
出
来
た
ね
。

皆
と
★
仲
良
く
★
元

気
良
く
★
楽
し
く
成

長
し
て
ゆ
こ
う
ね
♪

※お詫び　11月１日号で掲載したお子さんの写真に間違いがありました。

お詫びして訂正いたします。
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イ
ベ
ン
ト

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

農の
う

業ぎ
ょ
う

大だ
い

学が
っ

校こ
う

農の
う

大だ
い

秋あ
き

ま
つ
り
２
０
０
５

●
日
時

11
月
26
日(

土)

・
27
日

(

日)

、
10
時
〜
16
時(

27
日
は
15
時
30

『防
ぼう

災
さい

メール・まもるくん』

を活
かつ

用
よう

ください!!

県では、災害情報メール配信システム

『防災メール・まもるくん』の運用を開始

しました。このシステムは、電子メール

機能を利用して、災害情報などを登録者

に一斉にメール配信するシステムです。

携帯電話、パソコンなど電子メールが利

用可能な端末で利用できます。

【配信される情報】

▽地震・津波・台風・大雨などの気象情

報、避難勧告など

▽災害時の安否情報通知

▽地域の安全に関する情報(不審者情報な

ど) 

【利用(登録)方法】

▽パソコンからは

パソコンから『防災メール・まもるく

ん』のホームページ（http://www.bou

sai.pref.fukuoka.jp/mamorukun/)に

接続し、パソコンもしくは携帯電話の

メールアドレスを登録してください。

▽携帯電話からは

☆i-mode☆ ｉ-メニュー⇒メニューリ

スト⇒九州・沖縄メニュー⇒タウン情

報/行政⇒福岡県庁

☆Vodafone live!☆ Vodafone-メニュ

ー⇒九州・沖縄メニュー⇒行政⇒福岡

県庁

☆EZweb☆ EZ-トップメニュー⇒地域

別情報⇒九州⇒行政サービス⇒福岡県

庁

●問い合わせ先

県総務部消防防災安全課

1６４３局３１１２

く

ら

し

JA
筑ち

く

紫し

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

●
日
時

11
月
26
日(

土)

・
27
日

(

日)

、
９
時
30
分
〜
15
時
　
●
場
所

JA
筑
紫
本
店(

市
内
杉
塚)

●
内
容

野
菜
・
花
苗
即
売
会
、
新
米
感
謝
セ
ー

ル
、
景
品
抽
選
会
な
ど
の
ほ
か
　
▽

26
日

福
農
太
鼓
、
コ
ミ
ッ
ク
シ
ョ

ー
、
超
人
シ
ョ
ー
、
津
軽
三
味
線
　
▽

27
日

も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、
戦
隊
ヒ

ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
　
●
問
い
合
わ
せ

先

JA
筑
紫
本
店
1
９
２
４
局
１
３

１
１

分
ま
で)

●
場
所

県
農
業
大
学
校

(

市
内
吉
木)

●
内
容

▽
26
日

親

子
参
加
農
業
体
験(

野
菜
・
花
・
果
実

コ
ー
ス
、
要
事
前
申
込)

、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ラ
ン
チ
講
演
会
、
農
大
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

農
畜
産
物
直
売
会
、
ち
び
っ
こ
餅
つ
き

体
験
　
▽
27
日

農
大
産
農
産
物
直

売
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
、
利
き
野

菜
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
　

●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
農
業
大
学
校

1
９
２
５
局
２
４
０
３

風か
ぜ

の
声こ
え

ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
５

●
日
時

12
月
４
日(

日)

、
13
時
30
分

開
演(
開
場
13
時)

●
場
所

市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル
　
●

入
場
料

大
人
１
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
無
料
　
※
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金

は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
寄
付
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

矢
野
1
９
２
５
局

５
０
７
８

宰さ
い

府ふ

園え
ん

ま
つ
り
２
０
０
５

●
日
時

11
月
20
日(

日)

、
10
時
〜

16
時
　
●
場
所

宰
府
園(

太
宰
府
市

大
佐
野)

●
内
容

障
害
者
の
手
づ

く
り
商
品
、
木
工
玩
具
販
売
、
バ
ザ
ー
、

音
楽
ス
テ
ー
ジ
、
抽
選
会
な
ど
　
●
問

い
合
わ
せ
先

宰
府
園
1
９
２
５
局
７

２
０
０

●
申
し
込
み
受
付
期
間

12
月
１
日

(

木)

〜
９
日(
金)

●
募
集
案
内
配
布

場
所

県
住
宅
供
給
公
社
、
県
住
宅
管

理
課
、
市
役
所
ほ
か
　
※
申
し
込
み
方

法
、
対
象
団
地
な
ど
の
詳
細
は
募
集
案

内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い

合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
1
７
１
３
局
１
６
８
３

県け
ん

営え
い

住じ
ゅ
う

宅た
く

入に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

ぼ
し
ゅ
う

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入に
ゅ
う

門も
ん

教き
ょ
う

室し
つ

目
の
不
自
由
な
方
の
外
出
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成

す
る
教
室
で
す
。

●
日
時

12
月
７
日(

水)

・
14
日(

水)

の
10
時
〜
12
時
お
よ
び
12
月
15
日

き
れ
い
な
水み

ず

と
い
の
ち
を

守ま
も

る
筑ち

く

紫し

野の

市し

市し

民み
ん

の
会か

い

●
日
時

11
月
24
日(

木)

、
18
時
30

分
〜
20
時
　
●
場
所

市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
　
●
講
演
内
容

地
域
資
源

循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
生
ご
み
を

宝
に
〜
　
●
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
万

里
は
ち
が
め
プ
ラ
ン
　
●
問
い
合
わ
せ

先

筑
紫
野
市
職
労
1
９
２
５
局
０
７

７
５

(

木)

※
15
日
は
時
間
未
定
、
現
場
で

の
買
い
物
誘
導
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
　
●
場
所

市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
カ
ミ
ー
リ
ヤ
　
●
参
加
費

無

料
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

担
当
1
９
２
０
局
８
０
０
８

﹇
12
月
４
日(

日)

﹈
８
時
30
分
二
日
市

八
幡
宮
集
合
〜
太
宰
府
市
歴
史
ス
ポ
ー

ツ
公
園
〜
太
宰
府
観
世
音
寺
〜
太
宰
府

天
満
宮

﹇
12
月
18
日(

日)

﹈
８
時
30
分
二
日
市

八
幡
宮
集
合
〜
月
形
洗
蔵
碑
〜
山
灯
家

〜
天
拝
湖
〜
山
口
Ｃ
Ｃ

●
持
参
品

弁
当
・
水
筒
・
手
袋
・
タ

オ
ル
な
ど
　
※
小
雨
決
行
　
●
参
加
費

１
０
０
円
／
日
　
●
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先

寺
崎
1
９
２
５
局
８
８
３
４

歩あ
る

こ
う
会か

い

参さ
ん

加か

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

福ふ
く

祉し

有ゆ
う

償し
ょ
う

運う
ん

送そ
う

の
許き

ょ

可か

申し
ん

請せ
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
単
独
で
は
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
困
難
な
人
を
対
象
と
し
て
行
っ

て
い
る
福
祉
有
償
運
送
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
３
月
ま
で
に
道
路
運
送
法
第

80
条
の
許
可
を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
許
可
の
取
得
の
た
め
に
は
、
市

が
主
宰
す
る
運
営
協
議
会
で
の
協
議
が

必
要
で
す
の
で
、
12
月
９
日(

金)

ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
生
活
福

祉
課
地
域
福
祉
担
当
1
９
２
３
局
１
１

１
１(

内
線
３
２
８)
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サ
ー
ク
ル

入
会
金
・
会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー

ク
ル
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
う
だ
ん
（
無む

料り
ょ
う

）

定て
い

例れ
い

人じ
ん

権け
ん

相そ
う

談だ
ん

所じ
ょ

●
日
時

12
月
５
日(

月)

、
10
時
〜
15

時
　
※
予
約
不
要
　
●
場
所

筑
紫
野

市
役
所
第
３
・
４
会
議
室
　
※
近
隣
市

町
で
の
開
催
は
12
月
１
日(

木)

大
野
城

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
那
珂
川
町
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
12
月
６
日(

火)

春

日
市
役
所
・
太
宰
府
市
役
所
●
相
談
担

当

人
権
擁
護
委
員
　
●
相
談
内
容

い
じ
め
・
差
別
・
虐
待
・
近
隣
や
家
庭

内
の
も
め
ご
と
な
ど
の
人
権
問
題
　
※

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、
職
員
が

毎
日(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く)

、
人

権
擁
護
委
員
が
月
・
水
・
金
曜
日
に
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ

せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
９
２

２
局
２
８
８
１

●
日
時

12
月
７
日(

水
）、
13
時
〜

16
時
　
●
場
所

市
役
所
第
１
別
館

(

第
５
会
議
室)

●
相
談
内
容

金

銭
・
不
動
産
・
相
続
な
ど
の
日
常
生
活

の
法
律
相
談
　
●
申
し
込
み
方
法

11
月
30
日(

水)

、
８
時
30
分
か
ら
先
着

14
人
ま
で
電
話
受
け
付
け
　
●
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
総

務
担
当
1
９
２
３
局
１
１
１
１
　
内
線

２
３
１

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

有料広告

韓か
ん

国こ
く

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

12
月
３
日
か
ら
初
心
者
コ
ー
ス
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

●
日
時

毎
週
土
曜
日
　
▽
初
心
者

９
時
〜
10
時
　
▽
子
ど
も
　
10
時
〜

10
時
50
分
　
▽
中
級
者
　
11
時
〜
12

時
　
●
場
所

御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
　
●
問
い
合
わ
せ
先

井
上
1

９
２
８
局
６
４
６
６

Ａ
Ｍ
Ｉ
・
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

ダ
ン
スK

ID
's
Jr

流
行
り
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
ハ
ウ

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス
で
す
。

●
日
時

▽
水
曜
日
　
17
時
15
分
〜

18
時
15
分
、
20
時
〜
21
時
　
▽
木
曜

日
　
18
時
〜
19
時
30
分
　
▽
土
曜
日

18
時
30
分
〜
20
時
　
●
場
所

市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象

小
・

中
・
高
校
生
　
●
問
い
合
わ
せ
先

秋

吉
1(

０
９
０)

３
３
２
７
局
３
３
１
４

絵え

本ほ
ん

の
読よ

み
き
か
せ
仲な
か

間ま

募ぼ

集
し
ゅ
う

乳
幼
児
向
け
に
お
は
な
し
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
が
好
き
な
方
な
ど
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
日
時

毎
月
第
１
金
曜
日
、
10
時

30
分
〜
　
●
場
所

市
民
図
書
館

●
問
い
合
わ
せ
先

赤
ち
ゃ
ん
と
え
ほ

ん
の
会
ま
ん
ま
る(

町)

1(

０
９
０)

８

６
２
８
局
９
８
３
０

福ふ
く

岡お
か

キ
ャ
ベ
ツ
の
会か

い

演
芸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
老

人
福
祉
施
設
の
方
々
へ
笑
い
と
健
康
と

活
力
を
提
供
し
ま
す
。
今
回
は
「
懐
メ

ロ
」
を
歌
え
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

浜
崎
1(

０
９
０)

６
２
９
９
局
１
２
０
０

介
かい

護
ご

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

の皆
みな

さんへ

平成18年4月からの改正介護保険法

の施行に伴い、介護支援専門員の皆

さん(福岡県知事の登録証明書を持っ

ている人)に今後、重要なお知らせを

随時行っていく予定です。福岡県に

登録している氏名や住所が異なって

いると、重要な通知を行うことがで

きなくなってしまいます。変更など

がある場合は、福岡県のホームペー

ジから介護保険トップページに接続

して、必ず変更手続きを行ってくだ

さい。

●福岡県ホームページ

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/

●問い合わせ先

県保健福祉部介護保険課

1６４３局３３２２

火
か

災
さい

が急
きゅう

増
ぞう

しています!!
筑紫野太宰府消防本部管内の火災件数が、昨年一年間

の62件を大きく上回り、今年は９月30日現在で66件

と大幅に急増しています。

また、このうち33件が建物火災となっており、物的

被害だけでなく死傷者も多数発生しています。

これから、空気が乾燥して火災が起きやすい時期に入

りますので、暖房器具などの取り扱いには十分に注意を

してください。

また、建物の周囲には、ごみ袋や段ボール箱などの燃

えやすい物を放置しないようにしましょう！

●問い合わせ先

筑紫野太宰府消防本部警防課

1９２４局５６４２
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消
しょう

費
ひ

者
しゃ

相
そう

談
だん

●日時 毎週月～金曜日(祝日を除く)、９時～16時30分

(12時～13時を除く) ●場所 商工観光課内消費者相談

コーナー　●問い合わせ先 商工観光課　内線358

ヤングテレホンちくしの
●電話番号 923局7773 ●開設日時 月・火・木・

金曜日、10時～18時　※年末年始は除きます

年
ねん

金
きん

相
そう

談
だん

●日程 毎週月～金曜日　●場所 市国保年金課年金担

当窓口　●問い合わせ先 市国保年金課　内線286

家
か

庭
てい

児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

室
しつ

教育経験豊かな２人の家庭児童相談員が、子どもにか

かわるいろいろな相談に応じています。

●日時 毎週月～金曜日、９時～16時　●場所 市福

祉事務所相談室　●問い合わせ先 市児童家庭課　内線

316 (直通電話)921局1308

女
じょ

性
せい

弁
べん

護
ご

士
し

による法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

●日時 12月６日(火)、20日(火)の13時～16時(１人30

分程度) ●場所 生涯学習センター内女性相談室　●

申し込み方法 相談日の２週間前の水曜日から電話予約　

こころや生
い

き方
かた

の相
そう

談
だん

●日時 12月１日(木)、８日(木)、15日(木)、22日(木)

の13時30分～16時30分　●場所 生涯学習センター内

女性相談室　●申し込み方法 電話予約　

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

「ちくし女
じょ

性
せい

ホットライン」
身近な人からの暴力やセクハラなどの悩みを一緒に考

えていきます。

●相談日時 毎週月曜日～木曜日、10時～17時　●電

話番号 513局7335(ＦＡＸ兼用）

女性センター
問い合わせ先　男女共同参画推進課1918局1311

お 知 ら せ コ ー ナ ー

有料広告

全ぜ
ん

国こ
く

一い
っ

斉せ
い

・
女じ

ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開か

い

設せ
つ

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

11
月
20
日(

日)

、
10
時
〜
17

時
　
※
こ
の
日
以
外
に
も
毎
日
８
時

30
分
〜
17
時(

時
間
外
は
留
守
番
電
話

対
応)

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

●
相
談
電
話
番
号

1
７
１
５
局
６
１

３
８
　
●
相
談
内
容

夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
つ
き
ま
と
い(

ス

ト
ー
カ
ー)

な
ど
の
悩
み
や
困
り
ご
と

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫

支
局
1
９
２
２
局
２
８
８
１

●
日
時

11
月
17
日(

木)

、
12
月
15

日(

木)

、
13
時
〜
16
時(

１
人
30
分
程

度)

●
場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局
１
階
相
談
室
　
●
相
談
担
当

財
団

法
人
法
律
扶
助
協
会
派
遣
弁
護
士
　
●

相
談
受
付

11
月
15
日(

火)

、
８
時
30

分
以
降
電
話
に
よ
る
予
約
制(

各
先
着

６
人)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
９
２
２

局
２
８
８
１

無む

料り
ょ
う

法ほ
う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

所じ
ょ

県
で
は
、
県
民
相
談
室
を
設
置
し
て

県
政
や
県
民
生
活
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

県け
ん

政せ
い

に
関か

ん

す
る
相そ

う

談だ
ん

(

予
約
制)

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

県
民
相
談
室

1
６
４
３
局
３
３
３
３

ペ
ッ
ト
情
じ
ょ
う

報ほ
う

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い

●
ネ
コ

▽
雄
３
匹
・
雌
３
匹
、
２

カ
月
半
、
色
は
茶
、
白
▽
澤
田(

二

日
市
北)

1(

０
９
０)

５
７
４
７
局

３
５
２
９

●
イ
ヌ

▽
雌
４
匹
、
１
カ
月
半
、

色
は
茶
・
茶
白
・
黒
白
▽
藤
田(

吉

木)

1
９
２
８
局
６
７
２
５

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
ご
利
用
は

住
所(

行
政
区
名)

、
氏
名
、
電
話
番

号
、
物
品
名(

色
・
サ
イ
ズ
・
特
徴
・

使
用
状
況
な
ど
詳
し
く)

を
書
い
て
市

役
所
秘
書
広
報
課
ま
で
。

●
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

▽
中
古
20

年
　
●
リ
ヤ
カ
ー

▽
タ
イ
ヤ
交
換

の
必
要
あ
り
　
▽
ど
ち
ら
も
引
き
取

り
に
来
れ
る
方
▽
萩
尾(

杉
塚)

1
９

２
３
局
２
２
２
７

R

く
ら
し
に

リ
サ
イ
ク
ル

さ
し
あ
げ
ま
す
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健
けん

康
こう

推
すい

進
しん

課
か

からのご案
あん

内
ない

成人歯科検診
［11月の対象者］11月・12月で21歳、24歳、27歳、

30歳、33歳、36歳、39歳、40歳、42歳、45歳、48

歳、50歳、51歳、54歳、57歳、60歳、70歳の誕生日

を迎える人　［受診期間］11月１日～11月30日　※期

間中１回のみ　［受診場所］健康カレンダーに記載の医

療機関　※休診日・診療時間は医療機関で異なりますの

で事前の予約が必要です。 ［持参品］健康カレンダー

に同封の成人歯科検診受診券　［料金］１,０００円(検

診のみ、治療は含まれません)ただし、70歳の人、市民

税非課税世帯の人、生活保護世帯の人は無料です。

※転入などで成人歯科検診受診券を持っていない人は健

康推進課まで問い合わせください。

妊婦歯科検診
［対象者］市内在住の妊娠中の人　［受診期間］妊娠期

間中　※期間中１回のみ　［受診場所］母子健康手帳交

付時に案内する医療機関　※休診日・診療時間は医療機

関で異なりますので事前の予約が必要です。 ［持参品］

母子健康手帳　［料金］１,０００円(検診のみ、治療は

含まれません)ただし、市民税非課税世帯の人、生活保

護世帯の人は無料です。

母子健康手帳の交付
［日時］毎週月～金曜日(祝日を除く）、９時～12時・13

時～17時　［場所］カミーリヤ保健福祉事務室受付カ

ウンター　［対象］妊娠された人　［持参品］妊娠届出

書(健康推進課にもあります) ※代理の人でも結構で

す。

からだとこころの健康ダイヤル
健康推進課では健康づくりや育児についての電話相談

を受けています。気軽に電話ください。

相談電話番号 ９２０局８６１１

お 知 ら せ コ ー ナ ー

発行／筑紫野市　〒818-8686 福岡県筑紫野市二日市西1-1-1 1（092）923局1111 FAX（092）923局5391
編集／総務部秘書広報課　印刷／九州チューエツ株式会社
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1９２３局１１１１

I n f o rm a t i o n

上下水道部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1923局7111
山口出張所（山口コミュニティセンター）‥1922局2551
筑紫出張所（筑紫地区公民館）‥‥‥‥‥‥1926局2913
山家出張所（山家コミュニティセンター）‥1926局2809
御笠出張所（御笠コミュニティセンター）‥1922局2601
二日市コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥1920局5123
筑紫南コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥1919局8400
生涯学習センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1918局3535
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1928局4343
歴史博物館「ふるさと館ちくしの」‥‥‥‥1922局1911
五郎山古墳館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1927局3655
解放センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局4136
総合保健福祉センター「カミーリヤ」‥‥‥1920局8000
竜岩自然の家‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1921局3455
文化会館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4321
勤労青少年ホーム‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4801
農業者トレーニングセンター‥‥‥‥‥‥‥1923局6290
山家スポーツ公園‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局6636
宝満環境センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局5300
筑慈苑（斎場）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局1892
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1920局8008
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1919局7755
筑紫野警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1929局0110
筑紫野消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1924局5034
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36,700部

休日の当番医　診療時間は9時～17時（小児科は9時～23時） 
きゅうじつ　　　とう　ばん　い 

　なお、内科と外科、小児科の平日夜間当番医については、
消防署・市役所に問い合わせください。 

※病院などの都合で変更されることがありますので、市役所
または消防署で事前にお確かめください。 

11月20日（日） 

内 
外 
産 
小 
 

秦病院 
中村整形外科医院 
牛島医院 
徳洲会病院 

大野城市 
春日市 
太宰府市 
春日市 
 

５０１局１１１１ 
５７５局５０５０ 
９２１局２５１１ 
５７３局６６２２ 
 11月23日（祝） 

内 
外 
産 
小 

丸山病院 
重松医院 
西尾医院 
福大筑紫病院 

太宰府市 
石崎 
紫 
俗明院 

９２２局９００１ 
９２２局２０１２ 
９２８局１１０３ 
９２１局１０１１ 

11月27日（日） 

内 
内 
外 
産 
小 

西本医院 
福大筑紫病院 
福大筑紫病院 
城野クリニック 
福大筑紫病院 

原田 
俗明院 
俗明院 
春日市 
俗明院 

９２６局００２１ 
９２１局１０１１ 
９２１局１０１１ 
５８４局１１０３ 
９２１局１０１１ 

緊急漏水時の水道当番業者 
11月後半の当番業者 

11月14日～11月20日 
11月21日～11月27日 
11月28日～12月 ４日 

日　　　時 

●問い合わせ先　上下水道部施設課(1９２３局７１１２)

業 者 名  電話番号 
(有)平山設備工業 
(有)馬場崎設備 
(株)朝日プラント 

９２３局４３８９ 
９２４局１６７２ 
９２４局１５３６ 

問い合わせ先 健康推進課 1920局8611
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